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人体の非接触計測と特徴点抽出に関する研究－カッターシャツについて一

大阪府大総科　　○飯田尚紀　　　　長江貞彦

京都女大家政　　　　畠山絹江

年、光学的図形処理並びに画像処理技i*t *用いて、三次元物体の非接触・非破壊

測が行われるようになってきた。測定方法として超音波やモアレ・　トボグラフィ

たシステムがあり、これらは産業の各分野で利用されている。とりわけ被服の分

このようなシステム'を人体に適応させ、三次元物体である人体を定量的・定性的

るシステムか開発されている。

ではヽ既に筆者らが構築したシルエット画像を用いた人体の画像処理による計測

ムと体幹部断面形状の楕円近似と周計推定を、紳士用カッターシャツ製作に改良応

　その製作に必要な採寸データを算出し、その誤差の検討を行った。

法：　人体を2台のC C D カメラ（1台は正面像1台は側面像) を用い非接触・非破壊

撮影する。得られた画像デー｡夕を光学的図形処理並びに画像処理技術を用いて処理し、

服製作（カッタ-シャツ）に必要な人体の各部の特徴点を抽出する。これを基にして被

製作に必要な数値データを算出する。採寸データのうち周長データは、横径、矢状径か

楕円とスーパー楕円の２方式で計算し、得られた数値データと実測データとの比較を行

た。

果：画像処理によって得られたデータと実測のデータを比較検討した結果、得られた採

データの誤差範囲は± 4 ％であった。得られた採寸データから実際にパターンを作成し

服（カッターシャツ）を製作したが、周径寸法の誤差は許容できる範囲のものであろこ

が実証され｡た。

D 58 格子パタ-ン投影法による人体形状の自動計測

大妻女大家政　松山容子･ ○櫨竹種美・吉村真由美・柳祁澄子

　目的:　物体の形状把握のために様々な方法が用いられているが、今回は格子八‘ターン投影

法に基づく自動計測システム(GRASP)を用い．被服馥針の立場からの人体形状の把握を試みた

このシステAは、東京農工大学吉専研究室で開発されたものである．その特徴は．対象物の形

状を非接触で瞬時に把握、f－タを自助的にtt算機入力して、高速で画像解析が可能なこと

であり、従来の方法と比較してii 便性の点で特に優れている．この手法による人体計測の

試みは初めてであることから．本研究では、まず測定の妥当性を検討し、さらに生体を対

象として得られた資料によ･3,体幹形状の観寮を行った．

　方法:　使用機番は．本体（CCDカメラ,プBi("ェタタ,格子）、画像入出力装置, 3ンt‘i－タ(PC-9801)

白黒iこタ-である．まず、成人女子体幹部石膏像（Fl)および体幹部を模した円柱を用1,%て．

この手法を生体計翻に応用する際の、撮影条件や信頼性を明らかにした．次に、若年成人

女子13名を対象として得た変形格子画像を処理し．格.子上の点や体表上にしるした計測点

の三次元座標を算出した．さらに、これらを使って描百したクn－フレーム像、縦・横断面図に

より,体幹形状の個体差を把握することを試みた．

　結果：　1）生体の形状情報を得るのに最適な撮影距離、格子t'rﾁ、その他の撮影条件が明

らかになった. 2）この条件下での計測誤差はz%程度で．生体計測に適用するのに充分な信

額性を持つと判断され．本法は．rミーや被服型紙設計のための計≪ tr有効利用し得るとい

う緒諭に達した．3)計測値に基づく　ヲイ￥一フレーム像や断面図からは、体幹形状を視覚的にと

らえることができ．三次元座標値からは13名の個体差を定量的に把握することができた.


